
海南市における小・中学校の適正な学校規模の基本的な考え方について 

①適正な学校規模（中学校） 

学校規模   

           

１学年当たり  ～  学級       

  ↓ ×３学年   

学校全体で  ～  学級       

           

②学校規模の適正化について検討を始める基準（中学校） 

検討を始める基準 

   

   

   

③適正な学校規模（小学校） 

学校規模   

           

１学年当たり  ～  学級       

  ↓ ×６学年   

学校全体で  ～  学級       

           

④学校規模の適正化について検討を始める基準（小学校） 

検討を始める基準 

   

   

   

 

適正な学校規模……国が定める標準規模にとらわれない「海南市の実情を踏まえた上で望ましい

と考える学校規模」で、学校規模の適正化に取り組む際に目指すべき規模 

検討を始める基準…学校運営や児童生徒への教育効果等を勘案した上で「最低限必要と考える規

模」で、それを下回ることが見込まれる場合に検討を始める必要がある規模 



 

【参考】学級編制基準 

 

○小学校 

学年 国の基準 県の基準 複式学級編制基準 

１年 35 人 35 人 

２学年で 16人 

（１年生を含む場合は８人） 

２年 35 人（R3～） 35 人 

３年 35 人（R4～） 
38 人（２学級以下） 

35 人（３学級以上） 

４年 35 人（R5～） 
38 人（２学級以下） 

35 人（３学級以上） 

５年 35 人（R6～） 
38 人（２学級以下） 

35 人（３学級以上） 

６年 35 人（R7～） 
38 人（２学級以下） 

35 人（３学級以上） 

 

○中学校 

学年 国の基準 県の基準 複式学級編制基準 

１年 40 人 35 人 

２学年で８人 ２年 40 人 35 人 

３年 40 人 35 人 

 

 


